H A AR

HITACHI

Inspire the Next

A E NG R EFRICHS '
REREEE R REONE

20204 11A 12H
A4 HILR{EP
FHHFE 2



1. BREETEREONE HITACHI

9A28BICHEFBLERLTREDEERNRILUTDEY,

E -t | : VIEFABROREZDEOHDEHRICRLIMBERICHER
| OREOTHOKEAME,  FHOBELET SN (SHIERT AN RS AN
RIS E R U R RIE ORI =R TR :

=BT BRSO —MERE —
: S Mo s  * EEREERICRIERORM. REL

BRI R AFRFIFFICRSD v FERD#, BEILES DRERTRZE )] b A
RFHANSAXMERAD  SEPREOR AR LORE S BRI £

° ERFICEIIHAAMAIES  HIZRRENI-LAIRELIOCEOEROEMN. REL
EOREIZEICER

, SIRXIEEIEFEFEORAZRIT-HIEFFORZBRONTORHZEM(THTEES
S0EIRFABRFERENT)

ROKBHEOHEEREDEED-HOOFER_FHFRMTETELS(RRHMEFOT
5 BRIIERMONMET S5BHRICEHIT XM LOELICRLIMEFEEDSST)FD—HB
ZWETHER(TM2F3A18H RFARAFERRETELS)ICEIEE

o fREHORELIZHSIEE
7 REROBIECIZHSIEE



2. ¥HRERBAEOETEOHE D HITACHI

ZE No.l RFAEHZORRD:-HOEFICHRLIMEERICDELGHFH OEAEIZEHT IR
BH A(SM2FERFHRTNZESSHAUE2S) OREICHESEEHDEM. RELICELT

REIROAVM AT LEEOHE
-HTREBEY =17 ILOEE FE10%
- BETRTAV R T LEE 1%
Bl SEIRCAVRTLRE_ L
o i e B R R (R OR) OB 5 OBEEE WE
M BTk ,
| -EEEoMmE 2364 :
ImEREECRITARHIDREL |
| 37 7% !
-HTROBR R U S ERITI<AT 201 !
%E Noﬁé MEREMEFFEER DR TE . R EBE A HFOREFICRIEHDEM. REL
IZEILT
JBE Lk $5 {8 A 1880 < O 8% 0D 14 BB 4 e 5% 2 S AR
-EHEEEREICRLIHGEE &8
M EIEICEI T LU T OEIRZFRC
MR EEAHDEE E28%& M4
EER B EEBEDOEE F28F D5
- FeER E R M A E DR E E28% M6
- i 5% TE SR e £ il D K e E28%& N7
BREMEFREZEMSEREREICKL
-EHEXERE E32%




Sheet1

				変更
理由 リユウ		No.1　原子力施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則（令和２年原子力規制委員会規則第２号）の規定に伴う記載の追加、見直しに関して

				変更点 ヘンコウテン		品質マネジメントシステム計画の新設

								　・ＨＴＲ品質マニュアルの策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		第１０条

								　・品質マネジメントシステム計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 		第１１条

								　・別紙　品質マネジメントシステム計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　 		別紙

						経営責任者（事業所の長）の関与の明確化 ジギョウショ チョウ

								　・職務　　		第７条

								　・非常時の組織  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 		第３６条

						品質保証に関する体制の見直し

								　・職務　　　　　　　　　　 　　　　　		第７条

								　・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１

				変更
理由 リユウ		No.2　性能維持施設の選定、施設管理方針等の策定等に係る記載の追加、見直し
に関して

				変更点 ヘンコウテン		廃止措置計画に記載の性能維持施設を反映

								　・定期事業者検査に係る維持管理　　　　　		表８

						施設管理に関する以下の事項を新規記載

								　・施設管理方針の策定		第２８条の４

								　・施設管理目標の策定		第２８条の５

								　・施設管理実施計画の策定		第２８条の６

								　・施設管理実施計画の実施		第２８条の７

						施設定期自主検査を定期事業者検査に格上　　　　　　　

								　・定期事業者検査　		第３２条



				変更
理由 リユウ		No.3　廃止措置段階の試験研究用等原子炉施設における保安規定の審査基準の改正（令和元年度第61回原子力規制委員会資料3-1別表第10）に基づく記載の追加、見直しに関して


				変更点 ヘンコウテン		①廃止措置主任者の設置（現行の品質保証責任者の役割を分割）

						品質保証責任者の役割を整理

								・品質保証責任者		第８条

						保安の監督の役割を廃止措置主任者に割当(選任ルールの見直し)

								・廃止措置主任者　		第８条の２

						放射線管理、放射性廃棄物管理、施設管理、非常時の処置における、品質保証責任者の役割を廃止措置主任者に移譲　

								　・放射線管理		第５章

								　・放射性廃棄物等の管理		第６章

								　・施設管理		第７章

								　・非常時の処置		第８章

						組織体制の見直し

								・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１

						②不適合の公開


						不適合の公開（会社ホームページ）に関する記載の新設

								・不適合の管理		品質マネジメントシステム 8.3

						③その他


						保安・品質保証教育の内容の見直し


								・保安・品質保証教育実施方針		表１

						放射線管理に係る記載の見直し・追加

								・管理区域・周辺監視区域の設定		第１４条

								　・管理区域の出入管理		第１６条

								　・汚染の除去		第１７条

								　・管理区域内における特別措置		第１９条

								・放射線作業計画及び管理		第２４条

						緊急作業に係る記載の追加


								・緊急作業に係る線量限度		第２１条

						クリアランスに係る記載の見直し


								・クリアランス対象物の管理　		第２８条３

						非常事態体制の解除に係る記載の追加

								・非常時の組織		第３６条

						試験炉規則第６条に定める記録の見直し・整理

								・記録		表９

				変更
理由 リユウ		No.4　設工認又は廃止措置計画の認可を受けた機器等の交換についての記載を追加（令和元年度第50回原子力規制委員会資料７）

				変更点 ヘンコウテン		原子力規制委員会審議結果（設工認又は廃止措置計画の認可を受けた機器等の
交換）　を新設

								・維持管理目的の機器の交換について　　　　　　　　　　　　　　		第３５条の４

				変更
理由 リユウ		No.5　眼の水晶体の線量限度の変更のための平成二年科学技術庁告示第五号（核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する技術上の基準に係る細目等を定める告示）等の一部を改正する告示（令和２年３月１８日 原子力規制委員会告示第七号）に基づく変更

				変更点 ヘンコウテン		眼の水晶体の線量限度の見直し
　　150mSv/y →　100mSv/5y かつ 50mSv/y

								・放射線業務従事者の線量限度		表４

						眼の水晶体の線量管理目標値の見直し 
　　10mSv/3月, 130mSv/y →7mSv/3月,   20mSv/y, 90mSv/5y

								・放射線業務従事者の線量に係る管理目標値		表５

						上記引き下げを法施行（2021.4.1）から反映

								付則		付則　ホ

				変更
理由 リユウ		No.6　社内体制の見直しに伴う変更

				変更点 ヘンコウテン		ＨＴＲの保安に関する組織に設計Ｇｒ新設の反映

								・職務		第７条

								・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１ ズ
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Sheet1

				変更
理由 リユウ		No.1　原子力施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則（令和２年原子力規制委員会規則第２号）の規定に伴う記載の追加、見直しに関して

				変更点 ヘンコウテン		品質マネジメントシステム計画の新設

								　・ＨＴＲ品質マニュアルの策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		第１０条

								　・品質マネジメントシステム計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 		第１１条

								　・別紙　品質マネジメントシステム計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　 		別紙

						経営責任者（社長）の関与の明確化

								　・職務　　		第７条

								　・非常時の組織  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 		第３６条

						品質保証に関する体制の見直し

								　・職務　　　　　　　　　　 　　　　　		第７条

								　・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１

				変更
理由 リユウ		No.2　性能維持施設の選定、施設管理方針等の策定等に係る記載の追加、見直し
に関して

				変更点 ヘンコウテン		廃止措置計画に記載の性能維持施設を反映

								　・定期事業者検査に係る維持管理　　　　　		表８

						施設管理に関する以下の事項を新規記載

								　・施設管理方針の策定		第２８条の４

								　・施設管理目標の策定		第２８条の５

								　・施設管理実施計画の策定		第２８条の６

								　・施設管理実施計画の実施		第２８条の７

						施設定期自主検査を定期事業者検査に格上　　　　　　　

								　・定期事業者検査　		第３２条



				変更
理由 リユウ		No.3　廃止措置段階の試験研究用等原子炉施設における保安規定の審査基準の改正（令和元年度第61回原子力規制委員会資料3-1別表第10）に基づく記載の追加、見直しに関して


				変更点 ヘンコウテン		①廃止措置主任者の設置（現行の品質保証責任者の役割を分割）

						品質保証責任者の役割を整理

								・品質保証責任者		第８条

						保安の監督の役割を廃止措置主任者に割当(選任ルールの見直し)

								・廃止措置主任者　		第８条の２

						放射線管理、放射性廃棄物管理、施設管理、非常時の処置における、品質保証責任者の役割を廃止措置主任者に移譲　

								　・放射線管理		第５章

								　・放射性廃棄物等の管理		第６章

								　・施設管理		第７章

								　・非常時の処置		第８章

						組織体制の見直し

								・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１

						②不適合の公開


						不適合の公開（会社ホームページ）に関する記載の新設

								・不適合の管理		品質マネジメントシステム計画 8.3 ケイカク



				変更
理由 リユウ		No.3　廃止措置段階の試験研究用等原子炉施設における保安規定の審査基準の改正（令和元年度第61回原子力規制委員会資料3-1別表第10）に基づく記載の追加、見直しに関して　(続き）
 ツヅ

				変更点 ヘンコウテン		③その他


						保安・品質保証教育の内容の見直し


								・保安・品質保証教育実施方針		表１

						放射線管理に係る記載の見直し・追加

								・管理区域・周辺監視区域の設定		第１４条

								　・管理区域の出入管理		第１６条

								　・汚染の除去		第１７条

								　・管理区域内における特別措置		第１９条

								・放射線作業計画及び管理		第２４条

						緊急作業に係る記載の追加


								・緊急作業に係る線量限度		第２１条

						クリアランスに係る記載の見直し


								・クリアランス対象物の管理　		第２８条３

						非常事態体制の解除に係る記載の追加

								・非常時の組織		第３６条

						試験炉規則第６条に定める記録の見直し・整理

								・記録		表９

				変更
理由 リユウ		No.4　設工認又は廃止措置計画の認可を受けた機器等の交換についての記載を追加（令和元年度第50回原子力規制委員会資料７）

				変更点 ヘンコウテン		原子力規制委員会審議結果（設工認又は廃止措置計画の認可を受けた機器等の
交換）　を新設

								・維持管理目的の機器の交換について　　　　　　　　　　　　　　		第３５条の４

				変更
理由 リユウ		No.5　眼の水晶体の線量限度の変更のための平成二年科学技術庁告示第五号（核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する技術上の基準に係る細目等を定める告示）等の一部を改正する告示（令和２年３月１８日 原子力規制委員会告示第七号）に基づく変更

				変更点 ヘンコウテン		眼の水晶体の線量限度の見直し
　　150mSv/y →　100mSv/5y かつ 50mSv/y

								・放射線業務従事者の線量限度		表４

						眼の水晶体の線量管理目標値の見直し 
　　10mSv/3月, 130mSv/y →7mSv/3月,   20mSv/y, 90mSv/5y

								・放射線業務従事者の線量に係る管理目標値		表５

						上記引き下げを法施行（2021.4.1）から反映

								付則		付則　ホ

				変更
理由 リユウ		No.6　社内体制の見直しに伴う変更

				変更点 ヘンコウテン		ＨＴＲの保安に関する組織に設計Ｇｒ新設の反映

								・職務		第７条

								・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１ ズ
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Sheet1

				変更
理由 リユウ		No.1　原子力施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則（令和２年原子力規制委員会規則第２号）の規定に伴う記載の追加、見直しに関して

				変更点 ヘンコウテン		品質マネジメントシステム計画の新設

								　・ＨＴＲ品質マニュアルの策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		第１０条

								　・品質マネジメントシステム計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 		第１１条

								　・別紙　品質マネジメントシステム計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　 		別紙

						経営責任者（社長）の関与の明確化

								　・職務　　		第７条

								　・非常時の組織  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 		第３６条

						品質保証に関する体制の見直し

								　・職務　　　　　　　　　　 　　　　　		第７条

								　・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１

				変更
理由 リユウ		No.2　性能維持施設の選定、施設管理方針等の策定等に係る記載の追加、見直し
に関して

				変更点 ヘンコウテン		廃止措置計画に記載の性能維持施設を反映

								　・定期事業者検査に係る維持管理　　　　　		表８

						施設管理に関する以下の事項を新規記載

								　・施設管理方針の策定		第２８条の４

								　・施設管理目標の策定		第２８条の５

								　・施設管理実施計画の策定		第２８条の６

								　・施設管理実施計画の実施		第２８条の７

						施設定期自主検査を定期事業者検査に格上　　　　　　　

								　・定期事業者検査　		第３２条



				変更
理由 リユウ		No.3　廃止措置段階の試験研究用等原子炉施設における保安規定の審査基準の改正（令和元年度第61回原子力規制委員会資料3-1別表第10）に基づく記載の追加、見直しに関して


				変更点 ヘンコウテン		①廃止措置主任者の設置（現行の品質保証責任者の役割を分割）

						品質保証責任者の役割を整理

								・品質保証責任者		第８条

						保安の監督の役割を廃止措置主任者に割当(選任ルールの見直し)

								・廃止措置主任者　		第８条の２

						放射線管理、放射性廃棄物管理、施設管理、非常時の処置における、品質保証責任者の役割を廃止措置主任者に移譲　

								　・放射線管理		第５章

								　・放射性廃棄物等の管理		第６章

								　・施設管理		第７章

								　・非常時の処置		第８章

						組織体制の見直し

								・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１

						②不適合の公開


						不適合の公開（会社ホームページ）に関する記載の新設

								・不適合の管理		品質マネジメントシステム 8.3



				変更
理由 リユウ		No.3　廃止措置段階の試験研究用等原子炉施設における保安規定の審査基準の改正（令和元年度第61回原子力規制委員会資料3-1別表第10）に基づく記載の追加、見直しに関して　(続き）
 ツヅ

				変更点 ヘンコウテン		③その他


						保安・品質保証教育の内容の見直し


								・保安・品質保証教育実施方針		表１

						放射線管理に係る記載の見直し・追加

								・管理区域・周辺監視区域の設定		第１４条

								　・管理区域の出入管理		第１６条

								　・汚染の除去		第１７条

								　・管理区域内における特別措置		第１９条

								・放射線作業計画及び管理		第２４条

						緊急作業に係る記載の追加


								・緊急作業に係る線量限度		第２１条

						クリアランスに係る記載の見直し


								・クリアランス対象物の管理　		第２８条３

						非常事態体制の解除に係る記載の追加

								・非常時の組織		第３６条

						試験炉規則第６条に定める記録の見直し・整理

								・記録		表９

				変更
理由 リユウ		No.4　設工認又は廃止措置計画の認可を受けた機器等の交換についての記載を追加（令和元年度第50回原子力規制委員会資料７）

				変更点 ヘンコウテン		原子力規制委員会審議結果（設工認又は廃止措置計画の認可を受けた機器等の
交換）　を新設

								・維持管理目的の機器の交換について　　　　　　　　　　　　　　		第３５条の４

				変更
理由 リユウ		No.5　眼の水晶体の線量限度の変更のための平成二年科学技術庁告示第五号（核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する技術上の基準に係る細目等を定める告示）等の一部を改正する告示（令和２年３月１８日 原子力規制委員会告示第七号）に基づく変更

				変更点 ヘンコウテン		眼の水晶体の線量限度の見直し
　　150mSv/y →　100mSv/5y かつ 50mSv/y

								・放射線業務従事者の線量限度		表４

						眼の水晶体の線量管理目標値の見直し 
　　10mSv/3月, 130mSv/y →7mSv/3月,   20mSv/y, 90mSv/5y

								・放射線業務従事者の線量に係る管理目標値		表５

						上記引き下げを法施行（2021.4.1）から反映

								付則		付則　ホ

				変更
理由 リユウ		No.6　社内体制の見直しに伴う変更

				変更点 ヘンコウテン		ＨＴＲの保安に関する組織に設計Ｇｒ新設の反映

								・職務		第７条

								・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１ ズ
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Sheet1

				変更
理由 リユウ		No.1　原子力施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則（令和２年原子力規制委員会規則第２号）の規定に伴う記載の追加、見直しに関して

				変更点 ヘンコウテン		品質マネジメントシステム計画の新設

								　・ＨＴＲ品質マニュアルの策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		第１０条

								　・品質マネジメントシステム計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 		第１１条

								　・別紙　品質マネジメントシステム計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　 		別紙

						経営責任者（社長）の関与の明確化

								　・職務　　		第７条

								　・非常時の組織  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 		第３６条

						品質保証に関する体制の見直し

								　・職務　　　　　　　　　　 　　　　　		第７条

								　・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１

				変更
理由 リユウ		No.2　性能維持施設の選定、施設管理方針等の策定等に係る記載の追加、見直し
に関して

				変更点 ヘンコウテン		廃止措置計画に記載の性能維持施設を反映

								　・定期事業者検査に係る維持管理　　　　　		表８

						施設管理に関する以下の事項を新規記載

								　・施設管理方針の策定		第２８条の４

								　・施設管理目標の策定		第２８条の５

								　・施設管理実施計画の策定		第２８条の６

								　・施設管理実施計画の実施		第２８条の７

						施設定期自主検査を定期事業者検査に格上　　　　　　　

								　・定期事業者検査　		第３２条



				変更
理由 リユウ		No.3　廃止措置段階の試験研究用等原子炉施設における保安規定の審査基準の改正（令和元年度第61回原子力規制委員会資料3-1別表第10）に基づく記載の追加、見直しに関して


				変更点 ヘンコウテン		①廃止措置主任者の設置（現行の品質保証責任者の役割を分割）

						品質保証責任者の役割を整理

								・品質保証責任者		第８条

						保安の監督の役割を廃止措置主任者に割当(選任ルールの見直し)

								・廃止措置主任者　		第８条の２

						放射線管理、放射性廃棄物管理、施設管理、非常時の処置における、品質保証責任者の役割を廃止措置主任者に移譲　

								　・放射線管理		第５章

								　・放射性廃棄物等の管理		第６章

								　・施設管理		第７章

								　・非常時の処置		第８章

						組織体制の見直し

								・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１

						②不適合の公開


						不適合の公開（会社ホームページ）に関する記載の新設

								・不適合の管理		品質マネジメントシステム 8.3

						③その他


						保安・品質保証教育の内容の見直し


								・保安・品質保証教育実施方針		表１

						放射線管理に係る記載の見直し・追加

								・管理区域・周辺監視区域の設定		第１４条

								　・管理区域の出入管理		第１６条

								　・汚染の除去		第１７条

								　・管理区域内における特別措置		第１９条

								・放射線作業計画及び管理		第２４条

						緊急作業に係る記載の追加


								・緊急作業に係る線量限度		第２１条

						クリアランスに係る記載の見直し


								・クリアランス対象物の管理　		第２８条３

						非常事態体制の解除に係る記載の追加

								・非常時の組織		第３６条

						試験炉規則第６条に定める記録の見直し・整理

								・記録		表９

				変更
理由 リユウ		No.4　設工認又は廃止措置計画の認可を受けた機器等の交換についての記載を追加（令和元年度第50回原子力規制委員会資料７）

				変更点 ヘンコウテン		原子力規制委員会審議結果（設工認又は廃止措置計画の認可を受けた機器等の
交換）　を新設

								・維持管理目的の機器の交換について　　　　　　　　　　　　　　		第３５条の４

				変更
理由 リユウ		No.5　眼の水晶体の線量限度の変更のための平成二年科学技術庁告示第五号（核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する技術上の基準に係る細目等を定める告示）等の一部を改正する告示（令和２年３月１８日 原子力規制委員会告示第七号）に基づく変更

				変更点 ヘンコウテン		眼の水晶体の線量限度の見直し
　　150mSv/y →　100mSv/5y かつ 50mSv/y

								・放射線業務従事者の線量限度		表４

						眼の水晶体の線量管理目標値の見直し 
　　10mSv/3月, 130mSv/y →7mSv/3月,   20mSv/y, 90mSv/5y

								・放射線業務従事者の線量に係る管理目標値		表５

						上記引き下げを法施行（2021.4.1）から反映

								付則		付則　ホ

				変更
理由 リユウ		No.6　社内体制の見直しに伴う変更

				変更点 ヘンコウテン		ＨＴＲの保安に関する組織に設計Ｇｒ新設の反映

								・職務		第７条

								・ＨＴＲの保安及び品質保証に関する組織		図１ ズ
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